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 10 月 14 日（火曜日）麓郷の最低気温は－1.2℃。霧がか

かった朝でしたが、少しずつ霧の中から青空がのぞいてきま

した。 

白から赤に変化したアジサイ、リトルデビルのピンクの小

花、そして四季バラが草木の紅葉とともにカラフルな色に染

まっています。 

 朝陽を浴びて輝くこの朝の風景は、年月を経て、人と自然

との調和から生まれた美しさだと思います。勿論人の手が加

わらない自然のみが織りなす風景にこそ真の美しさがあるの

かも知れませんが、美しさの比較ではなく、美しいと感じる

心が大切なのだと思います。 

 ひんやりした空気、霧の間から朝陽が差す休日の早朝、美とか、自然とか、芸術とか、

感性とか…きっと、いろいろと学び、考えることが、人生をより豊かなものにしていくの

ではないかと思いました。 

 雪虫がたくさん飛び交っています。ふわふわとした白くてきれいな冬の使者…ところ

で、雪虫はアブラムシが変身しているのですから美しさは実に奥が深い！ 

さて、明日はいよいよ三市町芸能発表交流会です。今日は前日準備、予定を変更して学

年別研究の時間を「コーラス」と「リズムダンス」の自主練習にします。 

 今年度は午後からの開催となります。当日のプログラムを掲載しましたので確認してく

ださい。 

 明日は、午前中練習をし、早めの昼食をとり出発します。 

開会式には各校の校歌も歌います。 

Times Furano Kotobuki College 
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９時 30 分：市立富良野図書館会議室 1 に集合、朝の集い 

1０時 00 分：前日リハーサル  「コーラス」  ：会議室 1 or 研修室 

               「リズムダンス」：２階多目的ホール 

11 時 00 分：昼食・休憩 （会議室１、交流室） 

11 時 45 分：バス乗車 

12 時 15 分：上富良野町保健福祉総合センターかみん 着 

      （071-0561 上富良野町大町２丁目 8-4 0167-45-6987） 

12 時 30 分：三市町芸能発表交流会 開会式 

12 時 45 分：芸能発表 

16 時 00 分：三市町芸能発表交流会 閉会式 次年度開催地挨拶  

本日、15日(水)学習日程 

＜10／16（木）三市町芸能発表交流会＞ 
 

 

 

 

 

“ 図書館祭り展示作品の撤去作業日です。” 

      全日、複合庁舎文化会館会議室 A 

９時 30 分 ： 朝の集い：文化会館会議室 AB 集合 

   10 時 00 分 ： 楽しい中国語講座 Ⅱ 

  12 時 00 分 ： 休憩 昼食   

 13 時 00 分 ： 「コーラス」  文化会館リハーサル室 

「リズムダンス」文化会館 AB 

◎三市町芸能発表交流会についての最終確認 （服装・持ち物・台紙） 

14 時 10 分 ： 「コーラス」「リズムダンス」自主練習 

        学年別研究の予定でしたが変更します。 

15 時０0 分 ： 後片付け スコップ三味線練習 図書館３F 研修室 

16 時 00 分 ： 終了 
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ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル

ステージ

会場
入口

音　響　室

多目的ホール
※飲食不可

中富良野町

銀嶺大学

４５名

富良野市

ことぶき大学

５７名

上富良野町

いしずえ大学

４５名

南富良野

町

千里大学

占冠村

清流大学

８名

上富良野

町

いしずえ

大学

１５名

前列１列目は空けて下さい

発表クラブ

控室

女性

着替え室

交流会会場

発表クラブ

控室

ふれあいホール
作品展示

１F

会場入口

保健福祉総合センターかみん

多目的

ホール

階段

階段

エレベーター

ステ

ージ

入口

三市町芸能交流会プログラム 
順 種　 目 曲　 目

少年時代

雨の御堂筋

ま た逢う 日ま で

籾摺り 歌

チロ ルのレ ンド ラ ー

モルダビアン・ ホラ

マンマン・ マリ ア

好き です札幌

き よ し のズンド コ 節

 一人の手

車にゆら れて

夏の思い出

赤と んぼ

みかんの花咲く 丘

バラ が咲いた

村祭

里の秋

ニセ請求に勝つ

カント リ ーロ ード

君をのせて

炭坑節

4

富良野市こ と ぶき 大学

富良野校

【 リ ズムダンス 】

1 3 ： 4 0 ～1 3 ： 5 0

5

中富良野町銀嶺大学

【  合　 唱】

1 3 ： 2 0 ～1 3 ： 3 5

2

上富良野町いし ずえ大学

【 フ ォ ーク ダンス 】

1 3 ： 0 5 ～1 3 ： 2 0

中富良野町銀嶺大学

 【 大正琴演奏】

1 2 ： 5 0 ～1 3 ： 0 5

1

3

富良野市こ と ぶき 大学

山部校

【 踊　 り 】

1 3 ： 3 5 ～1 3 ： 4 0

7

富良野市こ と ぶき 大学

富良野校

【 コ ーラ ス 】

1 4 ： 0 0 ～1 4 ： 1 0

6

上富良野町いし ずえ大学

【 合　 唱】

1 3 ： ５ 0 ～1 ４ ： ０ 0

二人三脚渡し 船

俺の海

千両舞

小樽の人よ

ふたり の大阪

北空港

無縁坂

みだれ髪

ど んこ 坂

大阪ラ プソ ディ ー

麦畑

恋の季節

新宿そだち

俺のふる さ と 北海道

夢見る 恋人たち

北海へそ音頭

富良野市こ と ぶき 大学

富良野校

【 カラ オケ】

1 4 ： 5 5 ～1 5 ： 1 0

1 0

8

上富良野町いし ずえ大学

【 踊　 り 】

1 4 ： 2 5 ～1 4 ： 4 0

9

上富良野町いし ずえ大学

【 カラ オケ】

1 4 ： 4 0 ～1 4 ： 5 5

ふる さ と 祭り 唄

1 1

1 3

上富良野町いし ずえ大学

【 踊り 】

1 5 ： 4 0 ～1 5 ： 5 0

1 2

富良野市こ と ぶき 大学

富良野校

【 ス コ ッ プ三味線】

1 5 ： 2 5 ～1 5 ： 4 0

中富良野町銀嶺大学

【 カラ オケ】

1 5 ： 1 0 ～1 5 ： 2 5
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     （道新 10/11） 干上がりし舗道に伸びし蚯蚓かな    原 あけみ 

               黒揚羽優雅に舞ひし花の上       加瀬谷利江 

 

図書館祭りが終わりました。初めてのことぶき大学の参加でし

たが、とても好評だったようです。 

クラブ学習の年間計画では、11 月の市民総合文化祭の作品展示

に向けての活動が主体となるので、10 月の段階では、まだ作品が

仕上がらない人もいました。 

でも、思考を凝らしての発表、特に書道クラブの作品には、図

書館まつりの「図書」の大きな筆文字、とてもインパクトがあり

ました。 

芸術の本質は「表現の仕方」にあると思い

ます。気持ちや感情がどう相手に伝わるの

か、今回の書道も含めてクラブ学習の作品が

     午前：クラブ学習 ：市立富良野図書館 

午後：手話講座Ⅰ ：複合庁舎文化会館会議室 CD 

９時 30 分 ： 朝の集い：市立富良野図書館 ２階多目的ホール 

９時 50 分 ： クラブ学習準備 

   10 時 00 分 ： クラブ学習  

  12 時 00 分 ： 休憩 昼食  複合庁舎文化会館 CD に移動します。  

 13 時 00 分 ： 手話講座 １ 

         講師：土師 桂子（はじ けいこ）先生 

         通訳：近藤ゆかり（こんどうゆかり）さん 

15 時０0 分 ： 後片付け 終了 

         

       

次回、10月 29日(水)学習日程 

夏の終わりに植

えたトゥルーブ

ルーム・パピュ

ーム 
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生きる意欲や喜びを与えるものであってほしいと強く思います。 

学年別研究も同時進行で進められています。それぞれ

の学年、あるいは学年の超えた共通のテーマに沿って活

動しています。 

文化会館の会議室で活動する学年、図書館で活動する 

学年もあれば、生涯学習センターで学芸員の方から講義を受ける学年、総合保険センター

の方から提供された資料を参考にしな

がら 12 月の実践発表交流会に向けて

話し合いが進められています。 

 この取り組みは、私たち高齢者にと

って、自分自身の歩みを再認識する機会だと思います。新しいこと

を知り、考え、そして表現することは、単なる学び直しではなく、

「生きていることの意味」を問い直す営みであり、新しい未来へつ

ながる活動になるはずです。 

 自分の意見を出し、相手の意見に耳を傾け、共通の課題をグループで論議することで、

未知なる新しい発想が生まれます。人のために生きることの大切さに気づくこと…それこ

そがこの活動の目的なのかもしれません… 

 そして、10 月末から新しい講座がスタートします。 

 「手話講座」です。手話は「手の言葉」です。表情や動き、間の取り方など、言葉以外

の伝え方の豊かさに気づくことができると思います。 

 初心者講座では、基本の挨拶や指文字から始まります。手話は初めてでも、大切なのは

言葉にできない気持ちを手の動きで表現すること。相手の表情や動きに注意を向けること

…それは日常生活でも大切なことです。 

 手話は「静かな対話の芸術」という言葉を聞いたことがあります。 

“手話は美しい！” 

 この講座が、地域のつながりを深め、人生の豊かさを広げる一歩になることを願ってい

ます。 

 富良野市ことぶき大学の努力目標 

 1.自ら考える行動   

2.与えられた幸せより、自ら築く幸せの学習  

3.自分たちの幸せを他の人々に広げる行動  

4.知識と経験の交換による学習 

この講座は、この目標に直結するものだと確信しています。 
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連
載
自
叙
伝 

 
「
そ
れ
か
ら
の
私
（
富
良
野
編
）
」 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
と
ぶ
き
大
学
第
二
研
究
生 

伊
藤
公
雅 

 
 

そ
の
二 

 

あ
る
日
、
身
体
機
能
検
査
の
受
診
通
知
が
来
た
。
札
幌
鉄
道
病
院
で
の
検
査
で
あ
る

が
、
当
日
案
内
さ
れ
た
検
査
室
は
、
狭
い
一
室
に
金
網
の
中
に
ベ
ッ
ド
が
一
台
置
か
れ

て
居
た
。
そ
の
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
る
と
、
周
り
の
照
明
が
消
さ
れ
、
顔
面
上
に
白
色
ラ

ン
プ
を
当
て
ら
れ
検
査
が
始
ま
っ
た
。 

最
初
は
ゆ
っ
く
り
と
点
滅
が
繰
り
返
さ
れ
、
そ
の
内
早
く
な
っ
た
り
遅
く
な
っ
た
り 

ま
た
そ
の
周
期
が
長
く
な
っ
た
り
、
短
く
な
っ
た
り
。 

そ
れ
ら
に
続
き
異
様
な
雑
音
が
加
わ
る
な
ど
そ
れ
を
何
度
か
繰
り
返
さ
れ
た
。 

こ
れ
は
何
だ
ろ
う
と
非
常
に
驚
か
さ
れ
た
。 

後
日
、
解
っ
た
事
で
は
、
人
間
究
極
な
状
態
に
陥
っ
た
時
、
ど
の
様
な
行
動
を
起
こ 

す
の
か
、
ま
た
発
狂
す
る
の
か
等
を
診
断
す
る
の
だ
と
聞
か
さ
れ
た
。
実
際
に
金
網
の

中
で
気
が
お
か
し
く
成
り
、
金
網
に
手
を
掛
け
暴
れ
る
人
が
居
た
そ
う
だ
。 

そ
の
様
な
人
は
、
乗
務
員
ル
ー
ト
か
ら
外
さ
れ
、
他
の
職
場
に
回
さ
れ
た
様
で
す
。 

大
雨
が
続
く
あ
る
日
、
同
じ
職
場
の
職
員
自
宅
が
冠
水
し
そ
う
だ
と
、
血
相
を
か
い 

て
職
場
に
駆
け
込
ん
で
来
た
。
話
を
聞
く
と
通
称
ア
ヒ
ル
部
落
で
、
大
雨
に
成
る
と
冠 

 

 

 

 

   

   

   
 

 
 

水
す
る
被
害
が
有
る
地
域
で
あ
る
と
。
私
は
丁
度
夜
勤
明
け
で
、
帰
る
身
支
度
を
し
て

い
た
。
家
主
の
話
を
聞
き
な
が
ら
一
階
に
有
る
家
財
道
具
や
畳
を
二
階
に
揚
げ
、
玄
関

か
ら
徐
々
に
上
が
っ
て
来
る
水
位
を
見
守
っ
た
。 

退
避
し
て
い
た
二
階
の
窓
か
ら
は
、
一
面
湖
沼
を
思
わ
せ
る
景
色
と
成
り
、
田
畑
が 

埋
ま
り
河
川
と
の
境
界
も
判
ら
な
い
。
遠
く
に
豚
舎
と
思
わ
れ
る
古
い
建
物
か
ら
、
ヒ

ー
ヒ
ー
と
悲
鳴
に
似
た
豚
の
鳴
き
声
が
響
き
渡
っ
て
い
た
。 

暫
く
し
て
職
場
の
仲
間
が
筏
を
仕
立
て
て
、
避
難
す
る
よ
う
に
と
迎
え
に
来
た
。 

胸
ま
で
水
に
浸
か
り
な
が
ら
筏
を
押
し
て
く
れ
た
。
水
際
に
は
大
勢
の
人
達
が
洪
水 

の
様
子
を
見
守
っ
て
い
た
。 

翌
日
、
友
人
を
連
れ
被
災
宅
の
息
子
（
２
，
３
歳
年
上
の
機
関
助
手
）
が
私
の
所
へ 

訪
ね
て
来
た
。
被
災
の
遭
っ
た
当
日
、
本
人
は
仕
事
で
留
守
で
し
た
。 

私
が
家
主
に
借
り
た
ズ
ボ
ン
に
お
金
が
入
っ
て
い
た
が
、
の
問
合
せ
。 

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
は
、
何
も
触
れ
ず
そ
の
ま
ま
二
階
の
部
屋
に
置
い
て
き
た
と
話
し 

た
。 後

日
、
本
人
に
出
会
い
詳
細
を
聞
い
た
。
す
る
と
有
っ
た
と
一
言
。
水
害
の
手
伝
い 

の
労
い
の
言
葉
も
無
く
、
な
ん
と
失
礼
な
奴
だ
な
と
思
っ
た
。 

普
段
か
ら
企
業
内
の
通
信
教
育
を
利
用
し
、
鉄
道
一
般
、
運
転
法
規
等
の
レ
ポ
ー
ト 

を
提
出
し
て
い
た
。
そ
の
甲
斐
が
有
っ
て
か
、
機
関
助
士
試
験
に
パ
ス
し
、
札
幌
苗
穂

の
鉄
道
教
習
所
に
入
所
し
、
機
関
車
の
構
造
や
操
作
方
法
、
運
転
規
定
等
の
他
に
二
級

ボ
イ
ラ
ー
の
講
義
が
有
り
、
そ
の
国
家
試
験
も
有
っ
た
。
因
み
に
機
関
士
は
一
級
が
必

要
。 三

ケ
月
程
の
教
育
を
受
け
た
後
、
現
場
で
の
実
習
訓
練
が
始
ま
っ
た
。 

 

  

     

 

 

   

   

   
 

 
 

寄
稿
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職
場
の
一
角
に
投
炭
練
習
棟
が
有
り
、
そ
こ
で
の
訓
練
が
始
ま
り
、
片
手
シ
ャ
ベ 

ル
（
１
㎏
）
３
０
０
杯
、
２
㎏
シ
ャ
ベ
ル
１
５
０
杯
、
模
型
の
火
床
に
投
炭
す
る
の

で
あ
る
。 

最
初
の
頃
は
手
首
が
疲
れ
て
こ
ぼ
れ
た
石
炭
が
、
床
に
筋
状
の
山
に
成
っ
た
（
散 

乱
し
た
石
炭
は
計
り
に
か
け
、
そ
の
量
は
減
点
の
対
象
に
な
る
）
が
、
回
数
を
重
ね
計

測
値
で
な
け
れ
ば
減
点
の
対
称
と
成
る
。
投
炭
順
序
が
有
り
そ
の
順
序
を
間
違
え
る
と

火
床
が
均
一
に
成
ら
ず
、
不
完
全
燃
焼
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
、
曳
い
て
は
ボ
イ

ラ
ー
圧
力
が
下
が
り
、
列
車
の
運
転
に
支
障
を
来
た
す
。 

そ
の
様
な
事
態
に
至
ら
な
い
た
め
に
も
、
訓
練
を
怠
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
事
を
一
定 

の
時
間
に
終
了
し
な
け
れ
ば
時
間
オ
ー
バ
ー
と
な
り
、
減
点
の
対
象
に
な
る
。 

真
夏
の
訓
練
は
汗
が
滴
り
落
ち
、
床
面
に
汗
の
筋
が
出
来
た
。 

そ
の
他
に
、
信
号
機
の
現
時
確
認
呼
称
訓
練
が
有
り
、
振
り
子
の
速
度
に
合
わ
せ 

「
出
発
進
行
」
等
の
喚
呼
を
行
う
。 

一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
「
出
発
進
行
」
は
信
号
が
青
の
表
示
の
時
に
言
う
言
葉
で
信

号
が
黄
色
を
現
示
し
て
い
れ
ば
「
出
発
注
意
」
で
あ
る
。
信
号
機
に
は
、
出
発
信
号

機
は
勿
論
の
事
、
場
内
信
号
機
や
閉
塞
信
号
機
、
そ
の
他
が
有
り
ま
す
。 

 

苦
し
い
訓
練
を
終
え
無
事
合
格
し
た
後
、
助
士
の
見
習
い
期
間
に
入
っ
た
。 

機
関
助
士
見
習
い
の
頃
、
急
行
「
ま
り
も
」Ⅽ

５
７
の
蒸
気
機
関
車
に
乗 

務
し
、
岩
見
沢
駅
本
線
乗
り
継
ぎ
の
為
、
短
時
間
で
火
床
の 

釜
替
え
（
灰
落
し
）
を
し
、
継
続
乗
務
員
に
引
き
継
い
だ
。 

線
路
脇
に
は
ま
だ
残
雪
が
有
る
寒
い
早
朝
で
あ
っ
た
が
、 

 

  

 

   

   

   
 

 
 

汗
が
し
た
た
り
落
ち
タ
オ
ル
で
汗
を
拭
い
な
が
ら
引
継
ぎ
を
行
な
っ
た
。
機
関
助
士
の

独
り
立
ち
に
成
っ
た
頃
、
早
朝
に
呼
び
出
し
が
掛
か
り
東
鹿
越
で
貨
物
列
車
が
脱
線
転

覆
し
、
緊
急
出
勤
の
呼
び
出
し
が
有
っ
た
。
取
り
急
ぎ
身
支
度
を
し
、
職
場
へ
と
向
か

っ
た
。 

救
援
列
車
を
仕
立
て
機
関
車
は
９
６
０
０
形
式
、
事
故
現
場
へ
緊
張
し
た
面
持
ち 

で
向
か
っ
た
。
事
故
現
場
で
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
が
安
全
側
線
に
乗
り
上
げ
、
後
続

の
牽
引
貨
車
が
土
手
下
の
道
路
に
数
台
転
げ
落
ち
、
道
路
を
塞
い
で
い
た
の
を
目
の
当

た
り
に
し
た
。 

幸
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
は
重
心
が
低
い
為
、
道
路
下
に 

転
げ
落
ち
る
事
は
無
か
っ
た
が
、
重
心
の
高
い
蒸
気
機
関
車 

だ
と
恐
ら
く
道
路
下
に
転
覆
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
。 

ま
た
、
昭
和
４
３
年
１
０
月
１
日
国
鉄
の
１
０
年
に
一
度
の
ダ
イ
ヤ
改
正
時
、
朝 

出
勤
し
た
と
同
時
に
。
運
転
助
役
席
の
一
本
の
電
話
が
鳴
り
響
い
た
。 

「
え
っ
！
機
関
車
が
川
に
落
ち
た
？
近
隣
の
農
家
か
ら
の
電
話
で
、
場
所
は
？
場
所 

は
と
悲
痛
な
電
話
の
や
り
取
り
で
。
富
良
野
川
と
い
え
ば
直
ぐ
そ
こ
で
は
な
い
か
！ 

当
日
は
、
日
勤
勤
務
で
し
た
の
で
、
私
は
直
ぐ
に
現
地
に
向
か
い
一
目
散
に
線
路
上

を
走
っ
た
。
増
水
し
た
川
の
濁
流
の
中
に
車
輪
を
上
に
向
け
、
腹
を
見
せ
た
機
関
車
が

横
た
わ
っ
て
い
た
。
遺
体
引
揚
げ
の
機
材
や
人
員
の
呼
出
し
手
配
等
、
現
場
は
未
曽
有

の
状
態
で
し
た
。
列
車
後
方
の
対
岸
近
く
に
、
濁
流
に
浸
か
っ
た
貨
車
の
屋
根
上
で
、

救
助
を
待
つ
車
掌
の
姿
が
有
っ
た
。 

運
転
席
の
側
板
を
酸
素
切
断
し
、
遺
体
搬
出
の
準
備
に
掛
か
っ
た
。（
続
く
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